
（様式1） 学校評価　 ＜評価：Ａ（十分達成した）　Ｂ（おおむね達成した）　Ｃ（不十分であった）＞ 那須烏山市立七合小学校

キーワード 評価

教
育
課
程

カリキュラムマネジメント
ＰＤＣＡサイクル
社会に開かれた教育課
程
教科等横断的な視点

A

組
織
運
営

適材適所
研修の充実
働き方改革 B

環
境
整
備

施設利用
安全点検
教室配置 B

地
域
連
携

地域とともにある学
校
コミュニティ・スクー
ル
地域コーディネー
ター

A

学
習
指
導
・

各
教
科
等

主体的・対話的・深
い学び

B

情
報
教
育

プログラミング教育
情報活用能力

B

国
際
理
解
教
育

ＳＤＧ’ｓ
異文化理解
英語コミュニケー
ション

A

・自主学習ノートの表彰は子ど
もも楽しみにしていて、学習意
欲の向上に繋がっている。
・学年だよりや学習だよりで授
業の様子や取組等を知ること
ができて有り難い。

・タブレットの効果的な活用につ
いては今後も継続していくとよ
い。

・子どもたちがALTの先生との
やりとりを楽しみにしているの
で、今後も継続してほしい。

・一人一台端末（タブレット）の効果的
な活用について、学年に応じて取り組
んできた。

・タブレットを使った効果的な指導法について、ミニ研修
を継続的に実施していく。

知
の
教
育

○学ぶ意欲を引き出し、主体的に学
ぶ児童生徒の育成に努める。
◇自ら学ぼうとする意欲を育てる学
習指導の工夫をする。

・自主学習ノートに主体的に取り組む
児童が増えた。
・児童アンケートでは、「授業中、姿勢
正しく、先生の話をよく聞いて勉強が
できる。」という質問に対し、９割の児
童が「あてはまる」以上と答えている。

・自主学習ノートの内容がさらに充実したものになるよう
にする。
・学習後の「ふり返り」の視点を再確認していく。

○一人一台の情報端末の有効活用
に努める。
◇目的に応じたタブレット活用の工夫
を行う。

○英語に触れ、世界を学ぶことで、豊
かなコミュニケーション能力の育成に
努める。
◇身近な英語に親しみながら、コミュ
ニケーションを図る資質・能力を育て
る。

・ALTとの交流やオンライン活動を実
施し、コミュニケーション能力の向上
が図れている。

・現状を継続していく。
・さらにまなびＰＣの使い方を充実させていく。

学校運営協議会委員（評価者）
の意見等

○校務のバランスを考えた人材配置
に努める。
◇健全な児童を育てる職員研修の工
夫を行う。

・研究授業後の研究会では視点を明
確にすることにより充実した話合いを
行うことができた。
・ICTの効率的な活用のため、今後も
情報教育研修を続けていきたい。

・研究授業等を含め、ゆとりのある研修計画を立てる。
・ICTの活用については、毎年進化するので、実践例を
通した研修に取り組む。

○校内外の整理整頓、環境整備に努
める。
◇児童の学習環境の整備と学校設
備等の整理に努める。

・日課に位置付けられており、活動計
画に沿って進められた。
・夏季休業中の職員作業にて備品等
の整理整頓、廃棄が実施された。

・環境整備については、来年度も保護者や地域ボラン
ティア等に協力を仰ぐ。
・今後も計画的に備品等の整理を実施する。

・親子ふれあい活動や全校児
童集会等、工夫された内容で
実施され児童・保護者共に楽し
める活動だった。
・行事反省等の評価を数値で
記入するとわかりやすい。
・評価（ABC）の基準を明らかに
すると良い。
・改善策についてはグランドデ
ザインに取り入れていくとよい。

・地域ボランティアや交通指導
員等、地域の方々が様々なとこ
ろで関わり、学校を盛り上げてく
れていることは有り難い。
・シルバー人材を活用するのも
よいが、PTA（保護者）にもボラ
ンティアを要請するなど、さらに
活躍の場を与えてもよいのでは
ないか。

学
校
運
営

○特色のある教育課程を工夫すると
ともに、ＰＤＣＡサイクルを意識し、評
価改善に努める。
◇ＰＤＣＡサイクルを生かした教育課
程の質的、量的な管理を行う。

・学校行事等の反省及び改善点につ
いてデータ入力して、毎月全職員で
確認・把握ができている。
・社会科見学等が予め教育課程に位
置付けられているので計画が立てや
すかった。
・各学年各教科において、しっかりと
授業時数を確保することができた。

・今後も行事反省のデータ入力（ペーパーレス化）を継続
する。保管場所を決めて全職員で常に閲覧できるように
し、行事の計画立案時に参考にできるようにする。
・次年度も予め学校暦に記載する。

項　目
重点目標

（○：市の重点目標
◇：学校の重点目標）

取組状況・成果・課題 改善策

○地域連携教員を要として、地域とと
もにある学校づくりに努める。
◇学校から情報発信と情報収集を行
い地域社会と好ましい関係をつくる。

・地域ボランティアの方々に来ていた
だき、読み聞かせやミシン学習、クラ
ブ活動等で協力を得た。児童一人一
人に温かい声かけやご指導をいただ
き、学習意欲が向上するなど、高い
教育効果が得られた。

・地域ボランティア、シルバー人材と連携を図り、さらに
授業支援や学校環境整備に努めていく。



児
童
・
生
徒
指
導

いじめ
不登校
自己指導能力
キャリア教育 B

特
別
支
援
教
育

インクルーシブ
ユニバーサルデザ
イン
合理的配慮
自立活動

A

健
康
教
育

保健教育
保健管理

B

安
全
教
育

危機管理
生活・交通・災害安
全

A

食
に
関
す
る
指
導

給食管理
アレルギー

B

那須烏山市立七合小学校

・他学年の先生も一緒に遊んで
くれるなど、多くの子ども達と関
わりをもってくれて有り難い。
・学校ができることで、子どもの
正しい生活習慣を身に付けさせ
ていければよい。

・陸上大会やマラソン大会、な
わとび検定等で、子どもが目標
を決めて前向きに取り組むこと
ができた。

・避難訓練については、警察等
を有効活用するとよい。
・自分の身は自分で守る自己
防衛力を身に付けさせたい。

命
の
教
育

○自分の健康を管理し、健やかに生
活する児童生徒の育成に努める。
◇健康生活に関する実態を把握し、
日常生活の問題点や課題を見つけ、
自ら考え行動できるようにする。

・マラソン大会に向けての練習やなわ
跳び週間等によく取組み、体力向上
につなげることができた。
・ハンカチの不携帯やマスク忘れ等
が見られた。

・遊具を使った補助運動を取り入れ、体力の向上に努め
る。
・家庭と連携した指導を行う。

○危機意識を高め、安全な生活につ
いて判断・実践できる児童生徒の育
成に努める。
◇安全についての知識を高め危機回
避能力を育成する。

・本年度は引渡訓練を実施し、災害
等時に児童の安全を確保し、保護者
に確実に引渡す方法について確認で
きた。
・月一回、登校班会議を位置付けた
ことにより、児童が自分たちの登下校
についてふり返るようになった。

・登校班会議を継続して実施し、バス乗車や正しい登下
校の仕方についてさらに意識付けをする。

○食への関心を高め、健康維持に励
む児童生徒の育成に努める。
◇衛生的な食生活の習慣形成に努
める。

・アレルギー対応について、職員間で
情報共有を図り、徹底することができ
た。
・給食時のマナーについては、指導を
継続した。

・市から出される「食に関する指導」や「給食だより」等を
活用し、食習慣に繋げていく。
・配膳の仕方も含めた給食指導のあり方を年度初めに
共通理解を図る。

心
の
教
育

○自己指導能力の育成を図り、課題
を解決できる児童生徒の育成に努め
る。
◇学びに向かう集団作りを意識して、
学業指導の充実を図る。

・ケース会議や児童打合わせ等で、
細やかな情報を共有できているた
め、問題行動の未然防止に繋がって
いる。
・時間前行動、廊下の歩行の仕方に
ついて、各学年で指導を継続してき
た。

・基本的な生活習慣の定着については、職員全体で共
通理解を図る。また、児童委員会等を活用して、定期的
に意識付けをするような取組を行う。

○共生社会に向け、自分の意見をも
ち、他者の意見を認め合う雰囲気づく
りに努める。
◇個々の児童の特性の理解とそれに
応じた具体的な支援の充実を図る。

・特別支援コーディネーターを中心と
した特別支援教育への取り組みが充
実していた。

・特別支援教育についてミニ研修を行うことにより、さら
に配慮児童等への支援に繋げる。


